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は じめ に

　い ままで 小児神経 学におい て は、 ヒ トの 行動の 発現は新生児にお いて始 まる とされ 、 その 中

心 となる もの は い わゆ る原始反射とされて い た 。 そこ で は胎動 との 関係につ い て は殆 ど注意が

払われて い なか っ た 。 1960年頃 より臨床医学の なか に超音波が導入 され 、 胎勤を直接観察する

こ とが可能 とな っ て胎動に関す る研究が本格的にな っ た 。 しか し、 胎動の 観察は専 ら産婦人科

医や精神科 医が 中心 とな っ て行われ てお り、小児科 と りわけ発達神経医が研究を始め るよ うに

な るには しば らく時間がか か っ た 。 発達神経学 の立場か ら胎動につ いて研究 したのが Prechtl

｛1）で ある 。 わた しは 1990年 に約 1年 間彼 に教 えを受 け、本格的に胎児お よび新生児の 行動発達

につ い て研究 を始め るようにな っ た ． こ こで はPrechtlの 研究や最近我々 が得た知見をもとに未

熱児 ・新生児の 自発運勤の 変化 とその 臨床的意義につ い て述べ る 。

  自発運動とは

　新生児は淡蒼球的存在 と言われ （2）、外か ちの刺激 に よっ て反射的に動 くもの で ある とされ て

い た 。 しか し、 Prechtl（1）は新生児の 運動を自然の ままで 観察するこ とにより、 児が自然に 自

発 的に 動い て い る こ とに気付 き、こ れ を自発運動 （spontaneous 　zaevement ，　 endogenously 　elic

ited　mevement ）と呼ん だ 。
　 De　 Vries（3）は この 運動が胎児に も新生児に も共通 して見 られ るこ と

を報告 し、胎児期か ら新生 児期 までの 行動の達続性の重要性を強調 した 。 Touwen（4）は 自発運動

と原始反射 との 関係に つ い て、 自発運動 とい う大 きな箪笥の 中か ら刺激に応 じて 引 き出され る

ものが原始反射で ある と述べ てい る。 また 最近発達心理 の立場か ちは新生児期にすで に随意的

な運動や協調運動があ る とい う研究 （5）（6）が相次 ぎ、 自発運動の 存在その もの はもはや否定で

きなくな っ て きてい る 。 こ の こ とは運動制御の メ カニ ズ ム を考える上で環境の複雑 さと同等の

複雑 さを持つ 脳神経系を環境の刺激に対 して応答す るシ ス テム として考 えるよ り、 環境 に対 し

て能動的に働きか けるシス テ ム として捉えるこ とが必要で あるとす る多賀 （7）の 意見 を支持す る

’
もの とい える 。 この こ とだけでなく新生児の 行動発達の理解の ため には医学や発達心理 だけで

な く自己組織、非線形動力学、複雑系などの 研究が必要 となっ て くる と思われる 。 そ こで こ う

した 自発運動の なかで代表的な全身運動で あ るgeneral　 move 血egts を中心 に して 考えて い きた い
。

  general 　 movement （以下 GM と略す ）とは

　 Precht1（8）に よれば GM は受精後8−10週頃に 出現す る運動で 、 自発運勤の 中で最 も頻回にみ

られ るもの で あ る ． 四肢い ずれかの 部分より始ま り、次第に体全体 をス ム ーズに動か し、数十

秒か ち数分持続す る。 途中運動の 大 きさや速度が 変化 し、複雑なパ ターン をもつ 。 運動全体の

印象は優雅で流暢で ある 。 個々 の GM には決 ま っ た一つ のパ ター
ンがあるの で はなく、一

つ
一
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つ が異なっ た運動パ ターン をも っ てい る。　 この 運動は いh ゆ るcentral 　pattern 　genratorに

よ っ て 引き起こ され るとい われ 、 大脳皮質の 働きで運動に複雑さと、 優雅さあるい は流暢さが

もた ちされ ると考えられて い る。 したが っ て、 ぎこ ちな く、 ワン パ ターンで 、
ス テ レオ タイプ

の GM はそれだけで 異常 と判定 される。 最近では この GM の 評価を行うこ とで胎児や新生児の

脳障害の判定ができるとい われ 、 新 しい 神経学的診断法として臨床で使われ るよ うにな っ てい

る （9）（10）9

  GM の変化

　胎児期の GM は出現 して出生をむか えるまで大きな変化は しない 。 こ れが大き く変化す るの

は新生児期以降 となる 。 出生 して 聞 もな くの 間は GM は vrithing か らfidgety．　 Svipes，　 svats

へ と移行 して い く （表 1 》（11）。
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この変化 を表面筋電図で み た もの が図 1で ある 。 年齢 と共に筋肉の 活動は小さくな り、活動時

間 も短 くなる． それ と共 に、 出生直後に見られた屈筋 と伸筋の 拮航筋の 同時活動が年齢と共に

崩れ、つ い には屈筋 と伸筋が 相反 して 収縮する ようにな る 。
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こ うした現象は Bernstein（12）の フ リ ー ジン グ とい うアイデア を支持するもの と言える。 かれは

児が新 しい 運動を獲得す るときに、 まず拮抗筋 を同時に活動させ るこ とで関節 を固 くして自由

度 を減 らし、 おおまかな運動を獲得 した後に凍結 した 自由度 を開放 して、独立 した関節 の 自由

な動 きを習得す ると考えた。多賀 （7）による とこの理 諭はモ デル での姿勢制御系の役割に相当す

るとい う。
つ まり姿勢制御系が関節自由度をフ リーズす ることで、静的な安定性が確保され、

その 後で フ リー ジン グ を溶 きなが ち、 リズム生成系 を参与 させ て動的な歩行運動 を獲得す る 。

かれはこ うした こ とか らフ リージ ン グとい うもの は運動の 発達や学習の
一

般的な戦略で はない

か と考 えて い る。 GM の変化 もこ うした理論によっ て説明で きるように思 えるが
一

方で GM の

変化に よっ て何が獲得され るの かは まだ不明な点が多い
。

  GM に お ける複雑 さの 持つ 意義

　 Prechtlに よ っ て定義 され た GM であ るが 、 この 運動は他にみ られ る様 々 な自発運動とは全 く

違 っ た もの で あるように思 える。 それ は この 運動が その 中に個々 の 運動を包括 して い るように

み えるか らで ある。 た とえばHand 噸 outh 　contact や hand−face　 contact の ような協調運動も、 あ

るい は手や足を単独で 動か した りす る運動 も体全体 を動かす GM の 間にみ るこ とがで きる。 っ

ま りGM は それ 自身がひ とっ の 運動 とい うよ り、複数の 運動の 複合体 とい うこ とがで きるの で

はな い だ ろ うか 。 そして、発達 と共 に GM か ら個 々 の 運動が別れて い くの か もしれない 。 だと

すれ ば こ うした現象は おそ ら く人の運動では他の 時期 にはまず見ちれない 特異なもの とい える

の ではない だろうか 。 したが っ て GM は それ が 出現 した ときか ら複雑で なけれ ばならない 。 そ

して 脳障害 を受けるこ とに よ っ て単純化 した ぎこ ちな い もの にな っ てい くとも考 えちれ る。

　 GM と複雑さ との 関係 を考 える とき 、 もうひ とつ の重要な点は発達変化で ある 。 表面 筋電図

の 変化とフ リージ ン グ との 関係は既 に述べ た が、それ と共に年齢に応 じて GM の 中にみ られ る

さまざまな運動の レ パ ー トリーが減少 し、全体として GM が単調に なっ て い くよ うに見える と

い うこ とで ある。複雑 さが消 え、 よ りパ ター ン化 され たGM はや がて随意運動の 出現と共に消

失する。 発達と共に 複雑な運動が単純になっ て い くとい う傾向は発達全体を通して見 える
一

つ

の 方 向性 で もある 。

　 最近人の 行動を複雑 さ とい う観点か ら見直そ うとい う考 え方が複雑系な どの研究分野で始ま

っ て い る。
い ま までの ように行動を一

つ
一

つ 取 り出 し 、 で きるだけ単純化 しなん らかの 原則 を

見い だ そ うとする研究方法では人の行動 とい う複雑な現象 を解析するの には限界が あると思わ

れ る 。 そ うい っ た意味 におい て行動全体 をその まま把握しよ うとするこ とは 重要で あ り、その

’
対象 と して GM は ひ と きわ 興味深い行動 と言え るの で はない か と思われ る。
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